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（学位論文のタイトル） 
Impact of impaired renal function on gadolinium retention after administration of  













 正常腎機能マウス（n = 23）と腎不全マウス（n = 26）に、Gd-DTPA-BMA (直鎖型Gd造影剤) あるいは
Gd-DOTA (環状型Gd造影剤) を、週5日で4週間にわたり連続的に投与した。投与終了後3日（短期）
もしくは45日（長期）後にマウスを安楽死させ、質量分析計（Inductively Coupled Plasma Mass 
Spectrometry; ICP-MS）にて各臓器（脳・肝臓・脾臓・骨・皮膚・腎臓）のGd残留量を測定した。GdCl3（n 
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増加させたが、長期残留にはあまり影響せず、投与されたＧｄ造影剤がその化学構造を変化させてい
ることを間接的に示唆するものと考えられる。 
これらのことから、Gd造影剤のキレート構造と腎機能低下の存在が、Gd残留の程度に大きく影響し
ていると結論される。 
 
